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　ぼくがしんぱいしていたのは、水がよごれてさかなたちがびょうきになってしまい、そのさかなを人がたべてしまうことです。

　でも、下水しょりじょうのおかげでさかなをあんしんしてたべることができます。

　ぼくは、下水しょりじょうがあってよかったなとおもいました。

　わかったことは、だいどころから出るきたない水は、マンホールから下水どうをとおって下水しょりじょうにおくられるということ

です。下水しょりじょうは、水をきれいにするところです。水をきれいにするために、びせいぶつといういきものをつかって、目に見

えないゴミをたべてきれいな水にしてもらいます。びせいぶつがなぜゴミをたべることができるのかふしぎにおもいました。

そうをかんがえました。

ました。

うきになってしまうということです。

　ぼくは、この三つのよそうがあっているかインターネットで下水しょりじょうのしょうかいどうがを見てたしかめてみました。

　ぼくは、あらいものをしていて、せんざいやあぶらやきたない水は、どこにいくのかふしぎにおもいました。そこでぼくは、三つよ

　一つめは、キッチンにあるしょっきをあらいおわったときに出るあわやせっけんは、マンホールの中に入ってながれていくとおもい

　二つめは、きたない水はマンホールからどんどんながれて、川へいってしまいます。すると、川の水がよごれてしまいます。そうす

ると、川にいるさかなによごれがついて、あぶらがかたまって、しんでしまうかもしれないということです。

　三つめは、たくさんあぶらをたべたさかなをりょうしさんがつってそのさかなをうってしまったとき、そのさかなをかった人がびょ


